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論文内容の要旨

膠原病では病変部の明らかな皮膚,あるいは関節や筋肉の病変が注目されやすいのに対し,心病変は,循環

器症状が実際に出現しなければ気づかれないことが多い｡全身性強皮症の心病変は,①病的過程が直接心血管

を侵して生じる心膜炎や心のう液貯留などの一次性心病変と,②肺,腎病変に起因する肺性心や高血圧性心疾

患などの二次性心病変に大別される｡心筋病変は病理学的には心筋線維化を主としておりJL､不全,不整脈,突

然死などの原因となる｡本研究において,全身性強皮症(Sc)に対する循環生理学的検査の有用性について検

討した｡

〔対象と方法〕

対象は,岐阜大学医学部附属病院皮膚科においてScと診断された女性⑲例,年齢は22～74歳(平均年齢

55.2歳),SSc予備群(SSSD)女性57例,年齢は21～79歳(平均年齢51.1歳),全身性エリテマトーデス(S1月)

女性15例,年齢は罰～槌歳(平均年齢腸0歳)である｡なお,健常女性20例,年齢は3～5歳(平均年齢

4a7歳)をコントロール群小群)とした｡

被験者を15分間以上安静仰臥位に保った後,マイコン心電計を用いて,心電図を記録した｡心電図紅玉間隔

変動係数は,呼吸数15回血主n,連続する100ノLヰ自を用いた｡また,指尖容積脈波及び加速度脈波も計測した｡

なお,餅延長を認めた症例に対しては,ホルター心電図を実施した｡また,心電図紺間隔を高速フーリエ変

換によりパワースペクトル解析を行った｡低周波数帯域のパワー値(げ),高周波数帯域のパワー値(肝),げ

と肝の比(げル『)の平均値を算出した｡肝を副交感神経活動,1f価を交感一迷走神経バランスの指標とした｡

〔結果〕

1)Sc,S弧各々の2例(32%),19例(お%)の症例に心電図で異常所見が認められた｡研一延長を認めた

SSc7例とSSSH3例のホルター心電図では,SSc7例中全例に,SSS肪例中4例に不整脈が認められた｡

2)Sc,S器D及びSばに三角波とプラトー波が多く認められ,末梢血管循環障害を示唆する所見であった｡

3)右手示指の加速度脈波を佐野らの分類に従いAへGのタイプに分類した｡N群に比してC型以降の占める割

合はScで刃例(騒%),S皿で盟例(勤%),SIヱで6例(亜%)と多く認められた｡

4)心電図相聞隔変動係数が2%以下示した例はS鼓:で13例(19%),慧SDで10例(18%),Sほで3例(21%)

であった｡

5)Scの肝は,日中,夜間を通じてN群に比較して低い傾向を認めた｡一方,1_〃肝は日中に高値,夜間に

低値の日内変動を示したが,S良:はN群に比較して高い傾向がみられた｡

〔考察〕

今回,対象としたScとS9においては,安静時心電図所見で,それぞれ32%,33%の症例に虚血性心疾患,
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左室肥大,餌延長等の心電図異常が認められた｡しかし,心エコー上,特に異常所見は認められなかった｡

指尖容積脈波では三角波(単相波)およびプラトー波が多く認められ,末梢血管壁の硬化による内腔の狭小

化を反映していると考えられた｡指尖容積脈波を2回微分した加速度脈波を佐野らの波形分類に従って分類仏

～Q した｡血液循環の良好なA型に対してG型では血液循環が不良であるとされており,今回の結果ではA,

B型は少なく,CへGの占める割合が多かった｡このことからSSc,SSSI),SLEにおいては,末梢血管循環の障害

が存在していると考えられる｡

一方,心電図R欄間隔変動係数が2%以下の異常を示した症例がSc,S瓢,Sほの20%程度認められ,副交

感神経機能の低下を反映していると考えられた｡

心ヰ自変動の指標を日中と夜間の時間帯に分け比較したところ,肝については,N群に比較して日中,夜間と

も有意な低下を示した｡このことよりN群に比して迷走神経活動が低下していることが示唆された｡また,げル『

は日中,夜間ともN群に比較して有意に増大していた｡このことよりN群に比して交感･迷走神経バランスが

終日交感神経優位の状態にあることが示された｡慧kの患者の診療においては,自律神経症状の有無にも留意

する必要があると考えられた｡

〔結語〕

1)Scに合併する循環器疾患の早期発見に循環生理学的検査は有用と考えられた｡

2)24時間心拍変動スペクトル解析による自律神経機能の評価の結果,S良:においては,N群に比べ日中,夜間

を通して交感神経優位の状態にあることが示唆された｡

論文審査の結果の要旨

申請者 川瀬晴美は,膠原病,特に全身性強皮症の約1/3には何らかの心電図上の異常が認められ,さらに

末梢血管循環障害を合併していることを明らかにした｡また,心拍変動スペクトル解析により全身性観皮症は,

交感神経優位であることを示した｡この知見は循環生理学的検査の有用性を示すと同時に,全身性強皮症の循

環生理病態の解明に少なからず寄与するものと認める｡

〔主論文公表誌〕

膠原病,特に全身性強皮症における循環生理学的検査の有用性について
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心拍変動からみた全身性強皮症の自律神経機能
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